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                            Abstract 
   This study was focused on the every day feeling adjustment with makeup. The purpose of this study 
was clarified whether manicure had as influenced to be desirable for feeling adjustment. The analytical 
subject was 40 female university students (M=19.68years old,  SD=2.03). The index used Profile of Mood 
States (POMS). After using manicure, "Tension-Anxiety score", "Depression-Dejection score", "Anger-
Hostility score", "Fatigue score", "Confusion score" decreased significantly of Profile of Mood States 
(POMS) and "Vigor score" increased significantly of Profile of Mood States (POMS). 
   The result of this study indicated a fact it is possible to give positivefeeling adjustment affects on 
female university students through the using manicure.
Keywords  : makeup  behavior, feeling adjustment, manicure, female university student, Profile of Mood 
       States (POMS)
本研 究の 目的は,化 粧の 日常 的な感情調整作
用 に注 目 し,女 子学 生40名(平 均年 齢=19.68
歳SI)=2.03)を対 象 に,マ ニ キュアの もた
らす 感情調整作用 について検討することである.
マ ニ キュア使 用 前後 の 感情 の変化 をProfile
ofMoodStates(POMS)によって測定 した と
ころ,マ ニ キュアの使 用 に ともない,「緊張一















































































































レスは情動 とい う大項 目の1つ の側面に過 ぎ
ず,ス トレスの生理的変化の測定から離れて情
動の測定に向かうべきと指摘する.す なわち,













McNairetal15)16)により人 間の情動 を気 分や感
情,情 緒 といった主観的側面か らアプ ローチす
るこ とを 目的に,1950年代終わ りか ら1960年代
初 め に か け,米 国 で 開 発 され た 「Tension-




の6つ の下位尺度か らなる65項目による,気 分
を評価 する質 問紙法の1つ であ る.
米 国で はPOMSの 利用 に際 して,米 国教 育
学 会(AERA),米 国心理学 会(APA),全 米
教 育 測定協 議 会(NCME)の3団 体 が,検 査
の実施者 は大学 な どで心理検査お よび測定 に関
す る科 目を履修 し卒業 したか,も しくはそれ と
同等 な教 育 ・訓練 を終 えているこ とが必要 とす
るLevelBに定 めてい る.
POMS日本語版 は横 山 ・荒記17)18)によって翻
訳 と信 頼性,妥 当性 の検証が行 われ,1994年の
発 行以来,精 神 障害の治療経過,職 場でのス ク
リーニ ング,運 動 や リラクセーシ ョン効果の評




































化す る介入前後の気分や感情 の変化 を測定する
ことが可能であ る.
研 究協 力 者 のPOMSへ の 回答 は,マ ニ キュ
アの使用前後 に行い,提 示 された各項 目につい
て 「まった くな い(0)」 か ら 「非 常 にあ ては
まる(4)」 までの5段 階の いずれ か1つ を選
択 させた.採 点は,全 部の項 目が記入 された こ
とを確認後,5項 目ずつの各下位尺 度ご とに合
計得点(0～20)を 算 出 し分析 デー タとした.
POMS下位尺度 について,本 研 究における信
頼性 を確 認 す るため,内 的 一貫性 を推 定す る
Cronbachのa係数 を算 出 した ところ,「緊張一
不安」が0.80,「抑 うつ一落 ち込 み」が0.78,「怒
り一 敵意」が0.68,「活気」が0.88,「疲労」が0.88,
「混 乱」が0.59と,おお むね妥 当 な値 を示 して
お り,信 頼性のあるこ とが確認 された.
4)統 計処理
SPSS16.OJforWindowsを用 い,各 データの平
均値 を求め,差 の分布の正規性の検 定(Shapiro-
Wilk),対応 の あ るt検定 を行 い,危 険 率5%












M SD M SD t p
緊張一不安 7.58 4.90 4.20 3.78 4.79 ***
抑うつ一落ち込み 5.20 4.32 2.95 2.95 4.60 ***
怒り一敵意 .; 3.71 1.53 2.06 3.82 ***
活気 ., 4.98 11.13 5.54 一4 .31 ***
疲労 9.45 4.79 3.13 3.92 9.72 ***






マ ニキュアの使用 前後 で,「緊張一 不安」 は
7.58から4.20と,「抑 うつ一 落 ち込み」 は5.20か
ら2.95と,「怒 り一 敵意」は3.48から1.53と,「疲
労」は9.45から3.13と,「混乱」は8.65から5.50と,







































この こ とか ら,顔 や髪 に施す化粧 は鏡 を見 な
い と目に入 らない ものの,マ ニュキアは鏡 を通
さず直接 的に 目につ くため,気 分が高揚 し,ポ
ジティブな感情 を喚起 したと推察 される.
また,Lazarusetal21)は,ストレ 対処過程
にお ける 日常 的な気晴 らしと して,昼 寝 やコー
ヒーブ レイクの ような休養 を指摘 している.
このこ とか ら,マ ニキュアを使用す る時間が
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